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３月定例会報告

　令和７年３月定例会は、３月11日から17日までの７日間の会期で開催し、
14日に繰り上げ閉会となりました。
　令和７年度一般会計及び特別会計の当初予算をはじめ、令和６年度の補正
予算、計画制定、条例の新規及び改廃、人事案件など、計33件の議案を慎重に
審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では３議員が登壇し、町執行部体制のあり方や今後直面する課題
等について問いただしました。

ふるさとの復興  ・再生   予算可決ふるさとの復興  ・再生   予算可決
《一般会計　121億円　　特別会計　 43億円　　総予算　164億円超》

定例会の
あらまし

2とみおか議会だより 222号とみおか議会だより 222号3 22

【第三次災害復興計画を新たな羅針盤として町内全域の復興創生を加速する】
当初予算編成の考え方

◎◎ 需要と供給を高め、地域経済を循環させる地域基盤産業の育成
◎◎ 人が人を呼び込む流れを町内に築き、その広がりをもって地域全体の
　 賑わいを形づくる、帰還と移住促進
◎◎ 自ら考え行動し、進んで楽しく学ぶ子どもを地域で育てる環境づくり

令和７年度
当初予算

＜令和７年度予算額 … ５億2,318万円＞

◆桜まつり及び桜保全事業

◆道路維持管理及び道路新設改良事業費

◆工業団地事業（富岡産業団地・富岡第二産業団地 等）

　道路維持管理事業においては、町道の除草
や舗装の修繕、街路樹の保全のための薬剤散
布などを行います。
　道路新設改良事業においては、町内各路線
の工事等を計画しています。

　令和７年度は夜の森公園周辺において開催
され、２日間を通して約２万７千人の来場者
で賑わいました。
　また、桜の保全事業では町内への計画的な
桜の植樹工事等を実施します。

　富岡第二産業団地は、令和５年度に避難指
示が解除された旧特定復興再生拠点区域の国
道６号線から東側の地区において計画を進め
ています。

夜の森桜まつり2025オープニングセレモニー

令和７年度工事施工予定の都市計画４号線の交差点

富岡第二産業団地予定地
（国道６号線以東、小良ヶ浜地区）

＜令和７年度予算額 … ２億1,583万円＞

＜令和７年度予算額 …… 4,164万円＞

＜令和７年度予算額 … 2 億410万円＞

＜令和７年度予算額 … 5 億1,111万円＞

◆移住・定住推進事業

◆防犯防火予防強化事業

　移住相談窓口の開設や、各種移住フェアや
イベントにおいて移住を検討される方へ富岡
町のPRを継続して行い、併せて富岡町の体験
ツアー等で関係交流人口の拡大を図ります。

　とみおか守り隊等により24時間365日体制
で町内一円のパトロールを実施しています。
　また、町内主要道路への防犯カメラの設置
や、家庭用防犯カメラ設置補助などを行い防
犯対策に努めます。

移住相談会等に参加してのPR

富岡町消防団
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岡
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［富岡第二産業団地用地取得］
　富岡第二産業団地整備事業に伴う不
動産の取得について、可決しました。

（３月定例会）　全会一致　原案可決

【概　要】
○種 　 別　土地
○面 　 積　124,574.92㎡
○取得の方法　買い入れ
○取得予定価格　４億2,007万4,180円

富岡町放課後児童クラブ
（富岡小・中学校西側）

定例会　人事案件・指定管理者の指定・不動産の取得

人
事
案
件

人
事
案
件

　

前
教
育
長
の
辞
任
に
伴
い
、
武

内
雅
之
さ
ん
の
任
命
を
可
決
し
ま

し
た
。

　

任
期
は
令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
令
和
８
年
３
月
31
日
ま
で
の
１

年
間
で
す
。

（
3
月
定
例
会
）　
賛
成
多
数　
原
案
可
決

新
た
な
教
育
長
に
任
命

　
こ
れ
ま
で
19
年
間
富
岡
町
に
勤
め
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
特
に
震
災
後
は
三
春
校
の
開
所
、
そ
し
て

閉
校
、
伝
統
あ
る
富
岡
4
つ
の
小
・
中
学
校
の
閉

校
、
新
た
な
富
岡
小
学
校
・
富
岡
中
学
校
の
開
校

と
、
重
責
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
校
長
と
し
て
4
年
間
、
新
た
な
富
岡
町
の
復
興

に
向
け
、
子
ど
も
た
ち
第
一
で
、
魅
力
あ
る
教
育

を
目
指
し
、
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
さ
ら
に
自
身
の
視
野
を
広
げ
、
富
岡

町
の
さ
ら
な
る
復
興
を
目
指
し
、
魅
力
あ
る
学
校

教
育
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
教
育
、
生
涯
学
習
、
全

て
の
面
に
お
い
て
全
力
で
努
め
て
ま
い
る
所
存
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
後
も
議
会
の
皆
さ
ま
の
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
7
年
3
月
12
日

【
武
内
雅
之
さ
ん
の
ご
あ
い
さ
つ（
一
部
抜
粋
）】

武内　雅之さん

指
定
管
理
者
の
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定

不
動
産
の
取
得

不
動
産
の
取
得

マスクの着用は
個人の判断となります！

　これまで、議場等へ入室する
際は議員・執行部・傍聴者全て
の方がマスクを着用することと
しておりましたが、令和７年４
月１日からは個人の判断による
こととなりました。

 熱が37.5度以
上ある場合は
傍聴をご遠慮
ください。

定例会　計画の制定

　理想像となる目指すべき姿を描きながらも、人口の見通しや財政状況の
現実的な数値に基づいた内容を意識し、第二期復興創生期間以降の財政確
保を見据えた柔軟な施策体系としています。計画の実施においては確かな
PDCAサイクル※の継続のため、担当部署等と協力し成果指標の設定と評
価反映体制を整備して臨みます。

　社会状況が大きく変化していることから、富岡町においても男女共同参
画や多様性を認め合う社会の実現がより一層求められており、富岡町男女
共同参画審議会を再開し、審議会において計画書の見直し作業を進めてき
ました。

事前の全員協議会での意見等

事前の全員協議会での意見等

問　
多
文
化
共
生
の
推
進

の
中
に
異
文
化
理
解
の
促

進
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

な
趣
旨
で
書
か
れ
て
い
る

の
か
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
生
涯
学
習
課

　
異
文
化
に
つ
い
て
は
主
に

宗
教
的
な
観
点
で
、
様
々

な
考
え
方
が
あ
る
人
々
も

多
様
性
を
認
め
合
っ
て
生

活
が
で
き
る
、
異
な
る
文
化

が
あ
っ
て
も
お
互
い
に
認
め

合
え
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

問　
町
内
の
解
体
除
染
が

２
０
２
９
年
に
終
了
す
る

に
あ
た
り
作
業
従
事
者
の

人
口
、
税
金
が
減
少
す
る

こ
と
の
想
定
は
。（
高
橋
実
）

答　
企
画
課

　

５
年
後
の
計
画
見
直
し

の
際
に
状
況
を
踏
ま
え
な

が
ら
改
め
て
推
計
し
ま
す
。

問　

土
地
利
用
構
想
に
つ

い
て
は
、
各
課
横
断
的
に

ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が
で
き

る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
宮
川
副
町
長

　
土
地
利
用
構
想
も
含
め
、

計
画
全
体
に
お
い
て
各
課

の
連
携
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

問　

計
画
策
定
後
に
町
民

が
意
見
等
を
伝
え
ら
れ
る

場
は
あ
る
の
か
。

（
高
野
匠
美
）

答　
企
画
課

　

5
年
後
の
見
直
し
の
際

に
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
や
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
等
の
機

会
を
設
け
な
が
ら
、
見
直

し
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

す
。

問　

今
後
も
桜
の
保
全
や

つ
つ
じ
の
継
承
を
行
い
、
花

と
緑
あ
ふ
れ
る
町
、
古
い

文
化
を
伝
承
す
る
町
と
Ｐ

Ｒ
し
な
が
ら
進
め
る
こ
と

で
第
三
次
計
画
に
基
づ
い

た
町
づ
く
り
が
で
き
る
と

考
え
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
企
画
課

　

意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら

成
果
の
指
標
、
今
後
の
評

価
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

計画の詳細は、
今後、町のホームページ等から
見ていただけるっぴ♪

富岡町
災害復興計画
（第三次）

富岡町男女共同
参画まちづくり

基本計画
（第二次）

富岡町のホームページは
こちらから

今定例会において、２つの計画の制定（案）が出され、
全会一致で可決されました。

※PDCAサイクル
　業務の改善や効率化を図るため、Plan（計画）⇒Do（実行）⇒Check
　（評価）⇒Action（改善）という一連のプロセスを繰り返し行う考え方



　事務事業の精査等により３億6,670万円の減額補正を行い、総額147億4,038万円とな
りました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

《３億6,670万円を減額補正》

一般会計一般会計 事務事業の精査等による減額 事務事業の精査等による減額

質

応
答答

疑

問　
移
住
・
定
住
推
進
事
業
の
委
託
料

に
つ
い
て
減
額
の
理
由
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
企
画
課
長

　

移
住
者
の
た
め
の
家
賃
の
低
廉
化
、

住
宅
の
改
修
費
補
助
と
空
き
家
の
片
づ

け
補
助
等
、
実
績
は
増
え
て
い
る
も
の

の
想
定
よ
り
件
数
が
少
な
か
っ
た
た
め

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

問　
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
こ
ど
も
園

や
学
校
給
食
の
質
の
低
下
を
招
か
ぬ
よ

う
予
算
の
対
応
を
。（
渡
辺
正
道
）

答　
教
育
総
務
課
長

　
物
価
高
騰
に
よ
り
金

額
が
上
が
る
際
は
、
事

業
者
と
相
談
し
な
が
ら
、

し
っ
か
り
予
算
措
置
を

し
て
対
応
し
ま
す
。

問　
農
業
関
係
予
算
の
減
額
の
理
由
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
大
き
い
も
の
で
す
と
営
農
再
開
支
援

事
業
で
、
苗
の
不
具
合
な
ど
実
際
の
作

付
け
面
積
が
計
画
よ
り
も
少
な
か
っ
た

等
の
積
み
上
げ
で
す
。

事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

基金積立金（５基金） ３億872万円増

他会計繰出金（４会計） 1,220万円減

移住・定住推進事業費（委託料 他） 4,163万円減

予防接種事業費（委託料 他） 4,130万円減

営農再開支援事業費（補助金 他） 3,121万円減

農業復興対策事業費（補助金 他） 1,416万円減

農業水利施設等保全事業（工事費） 1,500万円減

営農再開支援水利施設等保全事業（委託料 他） 1,881万円減

中小企業等支援事業費（工事費 他） １億633万円減

工業団地事業費（委託料 他） 2,030万円減

道路維持管理事業費（委託料 他） 2,806万円減

その他（人件費 他） ３億4,642万円減
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定例会　審議議案一覧 定例会　令和６年度 補正予算

とみおか議会だより 222号とみおか議会だより 222号7 66

令和７年第１回定例会で令和７年第１回定例会で
審議した議案とその結果審議した議案とその結果
令和７年第１回定例会で令和７年第１回定例会で
審議した議案とその結果審議した議案とその結果

上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆専決処分の報告及びその承認

議案第１号 令和６年度富岡町一般会計補正予算（第６号） 全会一致　原案可決

◆条例の制定・改廃

議案第５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例
について 全会一致　原案可決

議案第６号 富岡町東日本大震災等による被災者に対する令和７年度の町税等の減免
に関する条例について 全会一致　原案可決

議案第７号 富岡町犯罪被害者等支援条例について 全会一致　原案可決

議案第８号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第９号 職員等の旅費に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第10号 職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第11号 職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第12号 富岡町児童出産記念手当金支給条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第13号 富岡町重度心身障害児の援護手当支給等に関する条例の一部を改正する
条例について 全会一致　原案可決

議案第14号 富岡町在宅福祉サービス事業手数料条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第15号 富岡町行政財産使用料条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第16号 富岡町消防団設置に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第17号 富岡町健康増進センター条例及び富岡町温泉条例を廃止する条例につい
て 賛成多数　原案可決

◆補正予算

議案第21号 令和６年度国民健康保険事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第22号 令和６年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第23号 令和６年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第24号 令和６年度富岡町介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 全会一致　原案可決

議案第25号 令和６年度富岡町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

議案第26号 令和６年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第３号） 全会一致　原案可決

※第１回定例会における「令和７年度当初予算」、「人事」、「指定管理者の指定」、「不動産の取得」、「計画の制定」、 「令和６
年度一般会計補正予算」は別頁に詳細を掲載しております。また、各議案については富岡町ホームページにおいても報告
しておりますので、ご参照ください。



質

応
答答

疑

問　
70
周
年
記
念
式
典
の
概
要
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
総
務
課
長

　
旧
富
岡
町
と
旧
双
葉
町
が
合
併
し

て
令
和
7
年
3
月
31
日
で
町
制
施
行

70
周
年
と
な
る
こ
と
か
ら
記
念
式
典

を
開
催
し
、
表
彰
及
び
感
謝
状
を
贈

呈
す
る
も
の
で
す
。
6
月
8
日
の
開

催
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
お
り
、

表
彰
対
象
人
数
は
50
名
程
度
、
式
典

参
加
人
数
は
３
０
０
名
程
度
を
想
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
び
の
森
開

館
20
周
年
記
念
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

同
日
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　
式
典
諸
経
費
の
中
に
記
念
品
費

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
記
念
品
配

付
の
範
囲
は
。（
辺
見
珠
美
）

答　
総
務
課
長

　
記
念
品
は
当
日
の
式
典
来
場
者
へ

の
お
渡
し
及
び
令
和
7
年
3
月
31
日

時
点
で
本
町
に
住
民
登
録
を
し
て
い

る
世
帯
に
郵
送
す
る
予
定
で
す
。
対

象
世
帯
は
約
５
，８
０
０
世
帯
と
想
定

し
て
い
ま
す
。

問　
交
通
安
全
対
策
事
業
費
に
お
い

て
、
道
路
や
交
差
点
等
へ
の
交
通
安

全
啓
発
の
看
板
、
交
通
誘
導
の
看
板

な
ど
を
設
置
し
た
り
、カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

の
修
繕
等
を
す
る
予
定
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
生
活
環
境
課
長

　
看
板
等
は
随
時
作
成
・
購
入
を
し

て
対
応
し
交
通
安
全
に
努
め
ま
す
。

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
に
つ
い
て
も
パ
ト

ロ
ー
ル
で
発
見
し
た
も
の
の
修
繕
等

に
つ
い
て
、
軽
微
な
も
の
は
職
員
が

対
応
す
る
こ
と
も
含
め
、
状
態
に
応

じ
て
修
繕
し
て
い
き
ま
す
。

問　
国
勢
調
査
諸
経
費
に
お
け
る
概

要
と
、
調
査
員
の
人
数
と
人
件
費
の

想
定
は
。（
渡
辺
正
道
）

答　
企
画
課
長

　
町
内
を
１
１
５
区
画
に
分
け
て
、

１
，７
５
１
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま

す
。
調
査
員
は
現
在
38
名
を
予
定
し

て
お
り
、
報
酬
は
受
け
持
つ
件
数
に

よ
り
変
動
す
る
た
め
、
現
在
は
人
数

の
み
の
想
定
で
す
。

問　
ト
ー
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

と
み
お
か
に
つ
い
て
、
利
用
者
数
の

把
握
や
目
的
達
成
の
た
め
の
検
証
な

ど
は
行
っ
て
い
る
か
。
事
業
者
任
せ

に
せ
ず
、
今
後
も
町
民
が
立
ち
寄
り

や
す
い
運
営
が
で
き
る
よ
う
に
し
て

も
ら
い
た
い
。（
安
藤
正
純
）

答　
福
祉
課
長

　
利
用
状
況
は
毎
月
の
報
告
で
把
握

し
て
い
ま
す
。
微
増
で
す
が
利
用
者

は
着
実
に
伸
び
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

カ
フ
ェ
と
ジ
ム
に
つ
い
て
は
事
業
者

の
自
主
事
業
で
す
が
効
果
は
見
込
め

て
い
る
と
評
価
し
て
お
り
、
事
業
の

在
り
方
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
協
議

し
て
い
き
ま
す
。

問　
①
産
後
ケ
ア
事
業
等
委
託
料
、

②
プ
レ
パ
パ
マ
マ
事
業
委
託
料
、

③
妊
婦
に
や
さ
し
い
遠
方
出
産
支
援

助
成
金
の
概
要
は
。（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
福
祉
課
長

　
①
産
後
に
母
子
の
体
調
不
良
や
心

配
事
が
あ
り
医
師
等
か
ら
ケ
ア
が
必

要
と
診
断
さ
れ
た
場
合
、
訪
問
や
入

院
な
ど
様
々
な
形
で
ケ
ア
す
る
も
の

で
す
。
②
出
産
を
迎
え
る
保
護
者
へ

の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
し
た
り
、
交
流
が

で
き
る
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
③
概

ね
移
動
に
1
時
間
以
上
か
か
る
場
所

で
の
出
産
と
な
る
場
合
の
支
援
で
す
。

問　
森
林
再
生
事
業
業
務
委
託
の
概

要
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

森
林
が
も
つ
水
源
の
改
善
、
山
地

災
害
防
止
等
の
た
め
、
間
伐
等
の
森

林
作
業
と
路
網
整
備
を
一
体
的
に
行

う
こ
と
と
、
加
え
て
放
射
性
物
質
の

拡
散
防
止
対
策
を
行
う
も
の
で
す
。

問　
桜
ま
つ
り
に
つ
い
て
、
も
っ
と

住
民
参
加
型
に
す
べ
き
で
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

富
岡
町
を
知
っ
て
い
た
だ
く
、
遠

方
で
生
活
す
る
方
々
が
祭
り
を
機
に

来
町
し
て
、
町
の
状
況
を
見
て
い
た

だ
く
と
い
う
趣
旨
で
国
の
財
源
を
活

用
し
て
い
ま
す
。
後
々
は
町
単
独
費

と
な
る
の
で
精
査
し
つ
つ
、
ま
た
、

地
元
の
方
が
地
元
で
元
気
に
な
れ
る

よ
う
な
祭
り
に
す
る
こ
と
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
今
後
に
つ
い
て
も
進
め

た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
河
川
整
備
事
業
の
概
要
に
つ
い

て
、
委
託
と
工
事
の
内
容
表
記
の
方

法
を
分
か
り
や
す
く
し
て
も
ら
い
た

い
。（
高
橋
実
）

答　
都
市
整
備
課
長

　

電
源
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、

中
央
排
水
路
の
改
修
測
量
設
計
委
託

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
工
事
に
つ
い

て
は
中
央
排
水
路
に
溜
ま
っ
て
い
る

土
砂
を
取
り
除
く
も
の
で
す
。
表
記

の
方
法
で
す
が
、
ま
ず
は
分
か
り
や

す
い
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

問　
小
・
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

整
備
事
業
の
概
要
は
。（
渡
辺
正
道
）

答　
教
育
総
務
課
長

　

小
・
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
や
ソ
フ

ト
の
保
守
・
賃
借
料
に
加
え
、
校
内

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
委
託

料
に
つ
い
て
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

校
内
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
分

析
調
査
を
図
り
、
今
後
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教

育
を
充
実
さ
せ
る
た
め
ど
の
よ
う
な

環
境
で
あ
る
か
の
調
査
を
行
う
よ
う

通
知
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
町
と
し

て
も
今
後
環
境
を
充
実
さ
せ
て
い
く

た
め
新
規
で
計
上
し
て
い
ま
す
。

問　
除
草
に
関
し
て
は
例
年
通
り
の

予
算
の
み
と
説
明
を
受
け
た
が
、
山

火
事
等
の
防
止
の
た
め
森
林
に
属
し

た
道
路
の
草
刈
り
が
必
要
。
町
道
以

外
の
県
道
や
国
道
の
管
理
者
と
も
協

議
し
て
対
応
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
高
橋
実
）

答　
町
長

　
慎
重
に
財
源
の
確
保
を
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問　
国
際
交
流
事
業
費
の
概
要
は
。

（
佐
藤
啓
憲
）

答　
生
涯
学
習
課
長

　
昨
年
10
月
に
国
際
親
善
交
流
協
会

が
再
開
し
、
平
成
7
年
よ
り
友
好
都

市
と
し
て
交
流
を
行
っ
て
き
た
中
国

海
塩
県
へ
の
表
敬
訪
問
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

問　
友
好
都
市
へ
の
表
敬
訪
問
に
つ

い
て
、
な
ぜ
今
な
の
か
疑
問
で
あ
る
。

例
え
ば
能
登
や
岩
手
な
ど
の
被
災
地

を
訪
問
し
、
現
状
を
見
る
こ
と
や
意

見
交
換
を
し
て
、
研
鑽
を
深
め
る
こ

と
が
先
な
の
で
は
。（
渡
辺
正
道
）

問　
元
々
は
、
中
国
海
塩
県
に
も
原

子
力
発
電
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
双
方

行
き
来
す
る
な
ど
の
交
流
が
始
ま
っ

た
も
の
で
あ
る
。
海
塩
県
の
原
子
力

発
電
所
は
現
在
も
稼
働
し
て
お
り
、

第
二
原
子
力
発
電
所
が
廃
炉
と
な
る

こ
と
が
決
定
し
て
い
る
今
、
表
敬
訪

問
の
実
施
は
ど
の
よ
う
な
交
流
を
す

る
か
決
ま
っ
て
か
ら
に
す
べ
き
で
は
。

（
高
橋
実
）

答　
生
涯
学
習
課
長

　
協
会
の
再
開
、
友
好
都
市
と
の
交

流
再
開
を
し
て
い
き
た
い
考
え
で
す

が
、
意
見
を
踏
ま
え
て
検
討
し
、
議

会
に
も
し
っ
か
り
説
明
を
行
い
今
後

の
方
向
性
に
つ
い
て
決
定
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
桜
並
木
維
持
の
た
め
に
は
年
次

計
画
で
植
え
替
え
し
て
い
く
こ
と
も

必
要
と
考
え
る
の
で
、
予
算
を
確
保

し
て
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
令
和
6
年
度
に
富
岡
第
二
中
学
校

跡
地
の
東
側
の
歩
道
を
広
げ
る
工
事

と
併
せ
て
桜
に
つ
い
て
も
植
え
替
え

を
行
い
ま
し
た
。
桜
並
木
維
持
の
た

め
、
植
え
替
え
に
つ
い
て
も
年
次
計

画
に
お
い
て
念
頭
に
置
き
な
が
ら
詰

め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

討
論
討
論賛

成
多
数　
原
案
可
決

賛成 ７

反対 ２

渡
辺
三
男 

議
員

　

国
際
交
流
は
教
育
の
面
で
も
必
要
な
こ
と

で
あ
り
、
今
後
進
め
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

る
た
め
、
賛
成
す
る
。

渡
辺
正
道 

議
員

　

国
際
交
流
事
業
に
お
け
る
中
国
海
塩
県
へ

の
表
敬
訪
問
の
件
に
つ
い
て
、
自
分
を
含
め

た
議
員
と
執
行
部
の
や
り
取
り
を
聞
き
ま
し

た
が
納
得
が
い
か
な
い
。
当
初
予
算
の
重
要

性
は
承
知
し
て
い
る
が
、
反
対
と
す
る
。

反
対
討
論

賛
成
討
論

8

新年度予算がどのように計画されているか審議し、質疑が行われました。

定例会　令和７年度 当初予算質疑定例会　令和７年度 当初予算質疑

とみおか議会だより 222号とみおか議会だより 222号9 88

トータルサポートセンター
とみおかの各施設

夜の森地区の桜並木
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問
答

被災地の自立発言の受け止めは
国が前面に立ち最後まで

問　
町
内
に
は
27
の
行
政

区
が
あ
り
そ
の
中
に
は
災

害
危
険
区
域
に
指
定
さ
れ
、

居
住
で
き
な
く
な
っ
た
地

域
も
あ
る
。
今
後
行
政
区

の
在
り
方
・
再
編
・
統
合

に
つ
い
て
ど
の
様
に
考
え

て
い
る
か
。

答　
町
長

　
い
ま
だ
に
避
難
指
示
が
解

除
に
な
っ
て
い
な
い
行
政
区

も
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
の
避

難
指
示
が
解
除
に
な
っ
た
後

に
住
民
の
帰
還
状
況
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
引
き
続
き

各
行
政
区
や
町
議
会
の
ご
意

見
を
伺
い
な
が
ら
慎
重
に
判

断
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
国
は
昨
年
秋
に
行
わ

れ
た
行
政
事
業
レ
ビ
ュ
ー

に
お
い
て
被
災
地
の
自
立

を
目
指
す
と
い
う
復
興
の

考
え
方
を
踏
ま
え
、
一
律

に
国
が
負
担
し
て
い
る
現

行
制
度
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
す
べ
き
で
は
な
い

か
と
、
審
議
委
員
か
ら
出

さ
れ
て
い
る
が
町
の
考
え

は
。

答　
町
長　

　
「
福
島
の
復
興
・
再
生
は

原
子
力
政
策
を
進
め
て
き
た

国
の
社
会
的
責
任
に
お
い
て

進
め
る
」と
福
島
復
興
再
生

特
別
措
置
法
に
明
記
さ
れ
て

い
る
通
り
、
今
後
も
国
が
前

面
に
立
ち
最
後
ま
で
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
と
求

め
て
い
き
ま
す
。

問　
町
が
今
後
予
定
し
て

い
る
事
業
に
つ
い
て
は
よ

り
一
層
の
検
証
を
行
い
財

政
負
担
に
な
ら
ず
、
町
の

復
興
に
と
っ
て
優
先
順
位

が
高
い
か
等
に
つ
い
て
考

慮
す
る
と
共
に
、
一
方
で

は
ソ
フ
ト
面
で
の
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
に
つ
い
て
も
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
町
長　

　

行
財
政
の
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
と
基
金
が

減
っ
て
い
く
こ
と
は
間
違
い

あ
り
ま
せ
ん
の
で「
入
り
を

量
り
て
出
ず
る
を
制
す
」と

の
言
葉
の
通
り
、
町
発
展
の

た
め
真
に
必
要
と
な
る
事
業

に
は
積
極
的
に
財
政
支
出
し

ま
す
が
、
事
業
規
模
の
綿
密

な
精
査
と
い
っ
た
イ
ニ
シ
ャ

ル
面
は
も
と
よ
り
将
来
に
わ

た
る
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が

町
財
政
に
大
き
な
影
響
を
与

え
な
い
よ
う
事
業
計
画
を

し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
。

答　
総
務
課
長　

　
富
岡
町
中
期
財
政
計
画
を

本
年
度
策
定
し
、
財
政
健
全

化
を
維
持
す
る
た
め
に
ス
ク

ラ
ッ
プ
＆
ビ
ル
ド
を
徹
底
し

ま
す
。
基
金
の
運
用
と
し
て

財
政
調
整
基
金
は
年
度
末
の

保
有
額
40
億
円
を
堅
持
す
る
、

町
勢
振
興
基
金
と
特
定
廃
棄

物
埋
立
処
分
事
業
地
域
振
興

交
付
金
基
金
こ
れ
ら
2
つ
に

つ
い
て
は
、
毎
年
度
の
取
り

崩
し
額
を
上
限
3
億
円
と
設

定
し
て
計
画
に
明
記
し
て
い

ま
す
。

問　
物
販
施
設
整
備
に
向

け「
町
内
居
住
者
が
利
用

し
誰
に
で
も
親
し
め
る
施

設
を
目
指
し
て
」に
添
っ

た
内
容
で
運
営
事
業
者
と

の
話
し
合
い
は
順
調
に
進

ん
で
い
る
か
。

答　
町
長　

　
い
ず
れ
の
事
業
者
か
ら
も

「
持
続
可
能
な
事
業
運
営
に

あ
た
っ
て
は
人
材
確
保
の
課

題
も
あ
り
、
自
治
体
の
支
援

だ
け
で
は
未
来
を
見
据
え
た

事
業
運
営
に
不
安
が
あ
る
」

と
の
意
見
が
多
く
、
当
地
へ

の
進
出
は
難
色
を
示
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
こ
の
た

め
町
が
運
営
主
体
と
な
る
指

定
管
理
制
度
の
導
入
を
も
っ

て
事
業
者
の
進
出
を
促
す
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

問　
令
和
6
年
度
の
温
浴

施
設
整
備
説
明
に
お
い
て

基
本
計
画
整
備
費
と
現
行

想
定
整
備
費
が
著
し
く
増

額
に
な
っ
て
い
る
の
は
、

見
積
が
甘
い
の
か
原
因
は

何
か
。

答　
町
長　

　
整
備
に
要
す
る
十
分
な
予

算
を
確
保
す
る
こ
と
が
本
事

業
に
参
画
の
意
向
を
示
す
運

営
事
業
者
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
施
工
・
運
営
で
き
る
と

考
え
て
お
り
、
こ
の
た
め
基

本
計
画
で
示
し
た
整
備
費
の

約
1.5
倍
と
な
る
額
に
加
え
大

屋
根
の
整
備
費
や
温
泉
井
戸

の
廃
止
と
新
設
に
要
す
る
経

費
を
追
加
し
総
額
約
24
億

７
，３
０
０
万
円
に
な
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。「
予
測
の
甘

さ
」に
つ
い
て
は
真
摯
に
受

け
止
め
先
行
き
不
透
明
な
市

場
動
向
で
は
あ
り
ま
す
が
、

可
能
な
限
り
精
査
し
今
後
の

事
業
計
画
・
予
算
確
保
等
に

反
映
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

令和６年12月策定の
富岡町中期財政計画

安藤 正純 議員 ３議員が
質　問

■安藤　正純 議員 11
○ 被災地の自立発言の受け止めは
○ 整備費の著しい増額は

■高野　匠美  議員 12
○ 自分らしく老後を過ごせる対策は　
○ 施設入所困難になった場合は

■佐藤　啓憲 議員 13
○ 道路陥没等による安全対策は
○ 太陽光発電施設に関する条例制定を

1

2

3

山本　育男 町長山本　育男 町長

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

３月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

富岡町公式チャンネル

あん どう         せいじゅん

たか  の           たく   み

さ  とう          たか のり

やまもと       いく お

問答
整
備
費
の
著
し
い
増
額
は

先
行
き
不
透
明
な
市
場
動
向

とみおか議会だより 222号とみおか議会だより 222号11 1010
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問
答

自分らしく老後を過ごせる対策は
自立した日常生活を営む仕組みを

問　
当
り
前
で
す
が
、
若

い
方
も
い
ず
れ
は
高
齢
者

に
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ

そ
、
高
齢
者
の
生
活
を
支

え
る
こ
と
は
家
族
や
地
域

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
支
え
る

こ
と
に
も
つ
な
が
る
。
そ

う
い
っ
た
意
見
で
、
高
齢

者
の
方
々
が
生
き
が
い
を

持
っ
て
自
分
ら
し
く
老
後

を
過
ご
せ
る
対
策
に
つ
い

て
、
町
の
考
え
は
。

答　
町
長

　
高
齢
者
が
心
身
の
健
康
を

維
持
し
、
有
す
る
能
力
に
応

じ
生
き
が
い
を
持
ち
な
が
ら

自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
を
町

と
関
係
機
関
が
作
り
上
げ
、

福
祉
・
介
護
・
医
療
の
各
分

野
に
お
け
る
相
談
及
び
支
援

を
行
い
ま
す
。

問　
高
齢
者
を
支
え
る
取

組
み
だ
け
で
な
く
、
多
様

な
施
策
や
環
境
整
備
、
独

居
高
齢
者
の
地
域
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
機
能
を
高
め
、

地
域
関
係
者
と
の
連
携
が

必
要
で
あ
る
。
町
と
し
て

地
域
共
生
社
会
の
構
築
の

指
針
と
な
る
も
の
は
。

答　
福
祉
課
長

　
福
祉
課
と
し
て
重
点
に
置

い
て
い
る
の
が
、
生
き
が
い

づ
く
り
、
介
護
予
防
、
健
康

長
寿
を
視
点
に
置
き
、
ま
た
、

各
サ
ロ
ン
や
交
流
事
業
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

問　
避
難
先
で
の
孤
独

死
・
孤
立
死
が
前
々
か
ら

聞
か
れ
て
い
る
。
避
難
先

で
の
見
守
り
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
や
対
応
を
し

て
い
る
の
か
。

答　
郡
山
支
所
長　

　
社
会
福
祉
協
議
会
・
生
活

支
援
相
談
員
・
保
健
師
・
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職

員
等
に
よ
る
訪
問
を
行
っ
て

い
ま
す
。

答　
い
わ
き
支
所
長　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

主
催
の
情
報
共
有
を
目
的
と

し
た
合
同
会
議
や
、
社
会
福

祉
協
議
会
の
家
庭
訪
問
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

答　
福
祉
課
長　

　
県
外
に
置
い
て
は
避
難
先

の
社
会
福
祉
協
議
会
に
協
力

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

問　
訪
問
以
外
に
外
に
出

て
人
と
会
う
こ
と
を
促
す

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
い

わ
き
市
と
福
島
市
に
は「
通

い
の
場
」が
あ
る
。
郡
山
市

に
も「
通
い
の
場
」が
必
要

と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

答　
町
長　

　
郡
山
市
に
お
願
い
を
し
て
、

公
民
館
を
お
借
り
し
て
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
、
色
々
と
検
討
を
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

問　
自
立
し
て
生
活
す
る

こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
一

人
暮
ら
し
の
方
が
、
希
望

す
る
施
設
に
入
所
で
き
な

い
場
合
の
対
応
や
対
策
に

つ
い
て
、
町
で
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・

介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
ご

本
人
の
心
身
の
状
況
や
必
要

な
サ
ー
ビ
ス
、
生
活
状
況
等

を
勘
案
し
、
ご
本
人
に
ふ
さ

わ
し
い
形
態
の
施
設
か
ら
、

希
望
条
件
の
優
先
度
を
尊
重

し
、
希
望
に
近
い
施
設
に
入

所
で
き
る
よ
う
調
整
し
て
い

ま
す
。

問
答

道路陥没等による安全対策は

問　
こ
の
と
こ
ろ
都
市
部

に
お
い
て
、
予
期
せ
ぬ
道

路
の
陥
没
に
よ
る
事
故
や
、

住
民
生
活
に
支
障
を
き
た

す
事
例
が
発
生
し
て
い
る
。

本
町
に
お
け
る
道
路
の
維

持
管
理
と
修
繕
の
計
画
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

か
。

答　
町
長

　
道
路
陥
没
事
故
の
直
接
的

な
原
因
は
、
下
水
道
管
の
老

朽
化
対
策
が
不
十
分
で
あ
っ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
本
町
に
お
い
て
は
、
法

令
に
基
づ
い
た
硫
化
水
素
が

溜
ま
り
や
す
く
腐
食
の
恐
れ

が
大
き
い
箇
所
の「
定
期
点

検
」を
計
画
的
に
実
施
し
、

優
先
度
の
高
い
順
に「
調
査
・

設
計
」等
を
経
て「
修
繕
」を

行
っ
て
い
ま
す
。

問　
国
土
交
通
省
の
資
料

よ
り
、道
路
陥
没
の
発
生

件
数
と
要
因（
令
和
4
年

度
）か
ら
市
町
村
で
は
９
，

０
５
９
件
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
要
因
が「
道
路
排
水
施

設
に
よ
る
も
の
51
％
」「
下

水
道
に
よ
る
も
の
18
％
」と

な
り
、
毎
年
増
加
傾
向
に

あ
る
。
本
町
に
お
い
て
、

そ
れ
ら
を
事
前
に
防
止
す

る
対
策
は
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
町
長　

　

本
町
に
お
い
て
、
日
常
の

パ
ト
ロ
ー
ル
に
よ
り
道
路
面

の
沈
下
等
を
確
認
し
た
場
合

は
、
隣
接
す
る
水
路
や
道
路

端
部
の
法
面
の
状
況
、
埋
没

構
造
物
の
有
無
な
ど
に
よ
り
、

そ
の
要
因
を
検
討
し
、
特
に

埋
設
構
造
物
に
つ
い
て
は
テ

レ
ビ
カ
メ
ラ
調
査
を
行
っ
た

上
で
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
本
町
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の

推
進
に
併
せ
て
、
景
観
や

環
境
の
保
全
、
災
害
の
防

止
を
目
的
と
し
た
太
陽
光

発
電
事
業
者
の
設
備
設
置

に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
作
成
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
制
定
に
向
け
て
検

討
さ
れ
て
い
る
か
。

答　
町
長　

　
太
陽
光
発
電
事
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
法
令
等
を
遵
守

し
、
地
域
住
民
の
理
解
の
も

と
、
安
全
は
も
と
よ
り
環
境

や
景
観
に
十
分
に
配
慮
し
て

実
施
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
。
令
和
7
年
度
上

半
期
を
目
標
に
、
町
独
自
の

太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策

定
に
向
け
、
庁
内
協
議
を
開

始
し
て
い
ま
す
。

問　
太
陽
光
発
電
事
業
者

と
土
地
の
所
有
者
で
、
直

接
に
契
約
決
定
し
て
し
ま

う
た
め
、
近
隣
住
民
は
設

置
さ
れ
る
ま
で
分
か
ら
な

い
状
況
で
あ
る
。
本
町
で

進
め
る
移
住
定
住
の
足
か

せ
に
な
ら
ぬ
よ
う
町
が
関

与
す
べ
き
で
は
。

町内で行われている茶話会

確実な定期点検とパトロールを実施

問答
太
陽
光
発
電
施
設
に
関
す
る
条
例
制
定
を

町
独
自
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を
進
め
ま
す

高野 匠美 議員 佐藤 啓憲 議員

問答
施
設
入
所
困
難
に
な
っ
た
場
合
は

希
望
条
件
を
優
先
し
調
整
し
て
い
る

富岡町内にある特別養護
老人ホーム 桜の園

問問 問 答答 答
他
自
治
体
の
高
齢
者
見
守
り
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考
に

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
含
む
Ｄ
Ｘ

の
推
進
を

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
制
度

に
つ
い
て

ぜ
ひ
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

更
な
る
業
務
の
効
率
化
と
コ
ス
ト
削

減
に
努
め
ま
す

課
題
と
し
て
と
ら
え
て
い
ま
す

雨天時は冠水が心配となる交差点

問　
道
路
の
緊
急
通
報
に

つ
い
て
、
国
土
交
通
省
の

全
国
対
象
道
路
異
常
通
信

ア
プ
リ
が
昨
年
よ
り
導
入

さ
れ
て
い
る
。
道
路
陥
没

の
他
に
、
落
石
、
土
砂
の

流
入
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の

破
損
な
ど
、
通
報
ア
プ
リ

と
連
携
し
、
緊
急
時
に
備

え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、

町
の
状
況
は
。

答　
都
市
整
備
課
長　

　
町
民
の
方
や
消
防
団
か
ら

の
情
報
に
加
え
、
必
要
に
応

じ
て
ア
プ
リ
等
の
導
入
を
検

討
し
、
町
民
の
安
全
・
安
心

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

答　
企
画
課
長　

　
町
と
し
て
は
個
人
の
財
産

活
用
を
制
限
す
る
こ
と
と
、

国
の
再
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

推
進
を
規
制
す
る
こ
と
は
非

常
に
難
し
い
問
題
で
す
が
、

早
急
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
内
容
に

つ
い
て
は
、
事
前
に
周
辺
の

方
々
へ
説
明
会
の
開
催
と
事

業
内
容
の
周
知
を
す
る
よ
う

明
記
し
ま
す
。
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総務文教常任委員会

児童を預かる曜日と時間は。Q

《 富岡町放課後児童クラブについて 》

A 月曜日から土曜日です。
平日は放課後から午後６時30分まで。
土曜日や長期休みは午前７時30分から
午後６時30分までの預かりとなります。

【教育総務課】

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

Q

《 国等への要望について 》

A スピード感を持ち、実施していただくよう、改めて申し入れをします。

放射線量低減のために小良ヶ浜・深谷地区において木の伐採や抜根を試験的に行
うことを提案していた件について、環境省から前向きに検討している旨の回答が
あったと説明を受けたが、実施まで時間をかけず迅速に進めていただけるよう強
く要望をしてもらいたい。

【企画課】

Q

《 移住・定住推進事業について 》

A イベントによってテーマに制限がある
場合もありますが、主に教育・子育て
支援の充実をテーマに挙げています。
フェアで立ち寄ってみたという方から
実際に富岡町を移住候補地として考え
てくださっている方まで様々ですので、
情報収集やフォローアップを継続的な
課題としながら対応します。

各種移住フェアに参加した際、ど
のように富岡町をPRをしているの
か。富岡町に興味を持った方々か
らの意見をしっかりと吸い上げて
もらいたい。

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

【企画課】

Q

《 グリーンフィールド富岡の整備計画は 》

A 旧グリーンフィールドについては数年前からバーベキューなどで利用したいという問い
合わせもあり、検討を続けていたところです。
これまで官民合同チームの協力を得ながら調査を行い、令和７年度は震災前よりも規模
を縮小したバーベキューハウスとトイレ等の設置について準備を進める予定です。
海岸線からも近いなど立地も良く、将来的には周辺のスポーツ施設と一体的に魅力を発
信できるようにしたい考えです。

令和７年度当初予算においてグリーンフィールド整備事業委託料が計上されてい
る。震災前は管理棟や宿泊棟、コテージ、アスレチックなどがあり、バーベキュー
なども行える施設だったが、こちらの整備は時期尚早ではないかと考える。どの
ような整備を行う予定か。

【生涯学習課】

しっかりと富岡町をPR

指定管理者が変わるということで、
現在の従業員等は変わってしまうの
か。

Q

A 子どもたちの環境をなるべく変えたく
ないと考えているので、事業者と今後、
検討していきます。

子どもたちが楽しく過ごせる放課後の居場所として

Q

A 年単位の長いスパンで検討をしたいという意見も多く、すぐに成果を図りづらい部分が
あります。令和７年度に行う移住定住に係る中期戦略の見直しの際には、費用対効果の
評価が重要と考えており、成果を広げていくための工夫等も含め定めていきます。

移住・定住推進事業予算の費用対効果は。また、今後の対策は。

Q

A 町の魅力の発信や、関係交流人口拡大のための学生ツアー等のイベントも大事にしながら、
産業団地のPRも含めて産業振興課の企業誘致と一体的に進めていきたいと考えます。

全国的に移住定住施策が行われている中、富岡町の魅力を伝えるだけでは難しい
と考える。産業団地などへの誘致による雇用の創出も重要では。

親子連れで賑わっていたグリーンフィールドのアスレチック
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産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《 下水道管の管理について 》

A 町としては逐次、適切な調査と不具合箇所の補修等を行っています。調査の頻度として
は硫化水素が溜まりやすい箇所について５年に１度の点検が国土交通省から義務づけら
れており、指針に則って調査及び必要箇所の補修をしています。

埼玉県において道路陥没の大きな事故があったが、富岡町内での下水道管の調査
の頻度は。

Q

A 管渠の維持管理は、今回の事故を受けてということではなくても重要な部分を占めてい
ます。これまで通り、調査及び補修については地道に続けることが大事であると考え、
予算の計上や補助金を活用しながら計画的に進めていきます。

調査及び補修の頻度について、前倒しでやっていく検討も必要では。

【都市整備課】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

Q

《 河川整備事業の内容は 》

A 本町地区の中央水路の改修を計画しています。令和７年度は測量設計がメインとなります。
工事については、まず堆積土砂を撤去して接続の水路を調査することが必要であるため、
予算を計上し実施します。

令和７年度に予算計上されている河川整備事業の内容は。

【都市整備課】
Q

《 障がい福祉について 》

A 障がい福祉サービスのひとつで、聴覚障がいの方に対する手話通訳等に対する事業です。

意思疎通支援事業の内容は。

【福祉課】

Q

《 高齢者の介護予防の取組み 》

A 富岡・いわき・郡山の各地区によって名前が違い
ますが、いずれも介護予防や相談、交流の場とし
ての取組み等を行っております。高齢の方が参加
して介護予防体操や食事の勉強など、ご本人たち
が楽しく参加できる場、介護予防としての外出促
進、フレイル※予防等を実施しています。
３地区の社会福祉協議会、包括支援センター、健
康づくり係が趣向を凝らし、参加者が楽しめるよ
う開催しています。

高齢者介護予防事業補助金で、社会福祉協議会に補助金が計上されている。その
中の笑顔しゃんしゃん教室、わくわく笑和サークル、おだがいさま倶楽部の事業
内容は。

Q

A 日常生活用具給付事業において、読み上げ装置等について予算を計上しています。

視覚障がいがある方への対応は。

【福祉課】

介護予防教室の様子
（写真提供：社会福祉協議会）

Q

《 桜の保全計画を 》

A 今年度、樹形の悪い桜の木を７本ほど伐採し植樹しました。今後も、枯死しつつあるも
のや樹形の悪いものについて入れ替えをしながら、桜並木や桜のトンネルを維持してい
きたいと考えます。

桜並木の保全事業について、今後の計画をしっかり行い植え替え等もしてもらい
たい。

Q

《 オンラインを利用した医療相談について 》

A

子育て世帯への医療提供の課題解決を図るため、
令和７年度からオンラインを活用した相談等を
実施すると説明があったが、利用者の費用負担
は。

【健康づくり課】 【産業振興課】

利用登録及び相談は無料です。その後受診が必要に
なった場合は通常の診療にかかる費用が発生します。

※フレイル
　加齢や病気によって心身が老化し、筋力や認知機能などの生活機能が低下
　した状態。
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18

全員協議会報
告

政府の対策

原子力等
特別委員会

渡辺正道議員

【構内施設に関して】【構内施設に関して】

安藤正純議員

【【今後のデブリ取り出しの計画は今後のデブリ取り出しの計画は】】

高橋実議員

【【新たな施設計画について新たな施設計画について】】

（後日回答）
・敷地造成による浸水対策。
・建物を1メートル程度かさ上げ。
・近隣の高台に車両の退避用スペースを確保し、天候

及び警報等の情報を確認しながら事前に退避。

福島第二原子力発電所の新企業センターが本町地区に整
備される。駐車場の部分が河川のハザードマップにおい
て浸水地域に指定されているが対策は。

テレスコ式装置に続くロボットアームでの試験的取り出
しの状況等も踏まえスケジュール等を考えていきます。

２度目の燃料デブリ試験的取り出しに着手されるが、本
格取り出しまでの期間や工具等、運び出す先等のスケ
ジュールは。

タンクの水抜き後に表面線量・表面汚染の測定を実施し
ています。タンクに保管していたのは処理後の水であり、
そのまま海洋放出ができるほど放射能量が低く、周辺環
境と同じレベルであることを確認しています。

福島第一原子力発電所の地震観測用の地震計は６号機に
設置。事故で被害を受けた原子炉の健全性の確認のため
に１～４号機にも必要と考えるが設置の状況は。

通報用の５・６号機の地震計に加え、１～３号機には建
屋の健全性を確認するために地震計を設置し、地震の
データはほぼ全て測定しています。

処理水のタンクの解体に際して、放射線量の測定はされ
ているのか。

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

◆除染・解体工事、仮置場及び中間貯蔵施設への輸送並びに特定
　廃棄物埋立処分事業の状況について

◆令和６年度第３回リフレ富岡跡地の利活用について

問
　
小
良
ヶ
浜
・
深
谷
地
区

で
除
染
・
解
体
工
事
を
行
っ

て
い
る
が
、
道
路
が
狭
い
場

所
に
お
い
て
は
環
境
省
が
誘

導
員
を
設
置
す
る
等
の
配
慮

が
必
要
で
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
環
境
省

　
こ
れ
ま
で
も
、
受
注
者
と

協
議
し
な
が
ら
現
場
の
確
認

や
パ
ト
ロ
ー
ル
を
定
期
的
に

行
い
交
通
安
全
に
努
め
て
き

ま
し
た
が
、
引
き
続
き
誘
導

員
の
配
置
や
個
々
の
現
場
に

お
け
る
安
全
管
理
の
在
り
方

等
も
確
認
し
な
が
ら
受
注
者

と
と
も
に
適
切
に
対
応
し
て

い
き
ま
す
。

問
　
現
在
の
制
度
で
は
山
林

の
除
染
を
し
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
。
小
良
ヶ
浜
・

深
谷
地
区
は
民
家
近
く
の
山

林
が
多
い
地
区
で
あ
る
た
め
、

帰
還
促
進
の
た
め
に
除
染
が

行
え
る
よ
う
、
内
閣
府
・
環

境
省
か
ら
も
強
く
要
望
し
て

制
度
を
作
っ
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
。（
渡
辺
三
男
）

答　
内
閣
府

　
議
会
や
地
域
の
住
民
説
明

会
で
も
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
、
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

問
　
除
染
区
域
等
の
定
期
的

な
見
直
し
を
す
る
こ
と
を
約

束
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
そ

の
後
の
状
況
は
。（
高
橋
実
）

答　
内
閣
府

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
第
２

回
の
住
民
意
向
調
査
の
結
果

を
踏
ま
え
、
こ
の
制
度
の
趣

旨
に
則
る
形
で
見
直
し
を
さ

せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

問
　
計
画
通
り
に
い
け
ば
と

て
も
良
い
施
設
に
な
る
だ
ろ

う
。
採
算
性
の
問
題
な
ど
も

懸
念
さ
れ
る
が
、
夜
の
森
地

区
の
起
爆
剤
に
な
る
よ
う
期

待
し
て
い
る
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課

　
ハ
ー
ド
面
、
ソ
フ
ト
面
と

も
に
し
っ
か
り
と
整
備
す
る

よ
う
努
め
ま
す
。

問
　
今
後
も
物
価
等
の
上
昇

が
見
込
ま
れ
る
が
、
計
画
の

予
算
に
は
含
ま
れ
て
い
る
の

か
。（
高
橋
実
）

答　
産
業
振
興
課

　
令
和
9
年
度
ま
で
の
物
価

高
騰
を
想
定
し
て
積
み
上
げ

た
計
画
予
算
で
す
。
業
務
要

求
水
準
書
で
は
、
物
価
高
騰

が
確
認
さ
れ
た
際
は
国
土
交

通
省
の
基
準
に
よ
る
増
額
変

更
等
に
対
応
す
る
こ
と
を
示

し
て
い
ま
す
。

問
　
現
在
の
財
政
と
の
兼
ね

合
い
も
あ
る
。
必
要
性
の
考

え
を
、
も
う
一
度
聞
か
せ
て

も
ら
い
た
い
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課

　
夜
の
森
地
区
に
は
、
賑
わ

い
創
出
と
そ
こ
で
暮
ら
す

方
々
の
生
活
の
利
便
性
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
認
識
の
も
と
事
業

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

問
　
災
害
の
際
の
避
難
場
所

と
し
て
の
機
能
は
有
す
る
の

か
。
ま
た
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ス
ト
を
削
減
で
き
る
よ
う
な

工
夫
を
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
産
業
振
興
課

　

業
務
要
求
水
準
書
に
は
、

災
害
時
の
対
応
が
で
き
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
設
定
す
る

考
え
で
す
。
ま
た
、
維
持
管

理
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
よ
り
、

持
続
的
な
経
営
が
図
れ
る
よ

う
努
め
ま
す
。

（環境省・内閣府）

（産業振興課）
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●６月定例会は、17日（火）～ 18日（水）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？

■
発
行
／
富
岡
町
議
会
　
　■
編
集
／
富
岡
町
議
会
広
報
特
別
委
員
会
　
　■
富
岡
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ https://w

w
w
.tom

ioka-tow
n.jp/

　
　
　
　
　
　 ■
印
刷
／
㈱
日
進
堂
印
刷
所 ＦＳＣ® の基準に従って認

証され、適切に管理された
森からの木材を含んだ用紙
を使用して印刷しています。

議
会
だ
よ
り

と
み
お
か

222

編  

集  

後  

記

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長 

佐
藤
啓
憲

副
委
員
長 

辺
見
珠
美

委

　員 

平
山

　勉

委

　員 

高
野
匠
美

議

　長 

堀
本
典
明

　

富
岡
小
・
中
学
校
の
統
合
か
ら
、

今
年
で
３
回
目
の
卒
業
式
が
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
卒
業
生
そ
し
て
保
護
者

の
み
な
さ
ま
、
ご
卒
業
・
ご
卒
園
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
新

た
に
入
学
・
入
園
さ
れ
た
小
学
生
16

名
、
中
学
生
９
名
、
そ
し
て
こ
ど
も

園
17
名
の
み
な
さ
ん
も
希
望
に
満
ち

溢
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
議
会
議
員
一
同
、
お
子
さ

ま
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
の
充
実
を

目
指
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
夜
の
森
公
園
を
メ

イ
ン
会
場
と
し
て
、
県
内
外
か
ら
大

勢
の
お
客
様
を
お
迎
え
し
、
盛
大
に

桜
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
度
も
、
町
民
の
絆
を
繋
ぐ
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
楽

し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
議
会
広
報
特
別
委
員
会
で
は
、
議

会
だ
よ
り
編
集
力
向
上
の
た
め
各
種

研
修
会
等
へ
参
加
し
、
更
に
分
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
編
集
に
努
め
ま

す
の
で
、
み
な
さ
ま
の
ご
意
見
ご
要

望
等
を
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
佐
藤　
啓
憲
）

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　
　　
 ご卒業・ご卒園

　

　 ご入学・ご入園

　

　 ご入学・ご入園
おめでとうございますおめでとうございます


